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：オ2講座よりの御挨拶

淑糠　　野　　田　　睡　　六
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　鯵年4罠力＼ら北遵一道メ〈学工学部に全国馬蝉に光び’けて収生エ・挙科駅L新譲さ

フ広て．従釈の士・予備章四聖シ分聴して独立の敏室が生批卜した。取り敬之ず

淑｝葬具鼠男・／講座オぐ土本エ学糾哲：一生エ学講褒か・らその惹惹：．横サベ1りし惹した

が，、本，年葭に鳳冠り2謁座の陶設望みまし一た，訳奪霞葭吻3講座、泉々庫霞に

破坤4講座択闘謡さ就葱予芝で拐｛ノ明す。各講座の内容『など1こつい《織禰

授訳説瑚さ蹄亡てい冶通．リであり隷すが’カ2謁座の担蜜省として一毒埃拶セ

逮べたいと愚い縁す，，

　汐12講燦：ぱ都舞下永董，エ歎謄氷処理，下水題の討鳳鐘設漁ぴ維特，挨共

フ敵の半平蕩『止、原子力躯譲くの処遡蔭ビ’，汚さ起だ水の詣漏題き探究づゐ野晒

ぞ鴉リ同ず。

　従．塞わが国の夫孝で難征隻工岸が烹承工学カー小分野∠して，駁級わコ亡たま

うに、廃薄永：の尚早麟その菰生エ学の中で，隷たよ：水工孝の繭魑的野副のよ

うに取∫殴わフ｝じ（きだ嬢い力賠愚し＼て・℃訪け5ごんで、した。尤か《疋｛鳶．大匠救

期から羅釦／ρ葺前蔭慧で殿失蒙敏伊州業の実施と：と謁ぼ全国第三1こ下太幽

プーん〉フしい宅ノ）沙ぐ濃り、魂蕊施設さ塞ていゐ主春もの博皆．この瞬に著工

さメしたものであり閉すカぐ’、ツP2次ぜ界大戦に遭週ヲな》，下木蜜蓼嶽磁ぷ急

穿紫として打切リワ｝し終戦L盾鳳挙セ災の復興鼠下1淑道享獣に葱で℃浄次、、金力く’

惹スクリか諏，昭憩／0年頃から2ρ葺ものプランク汐ぐで㌧きて了ってノ他の公

共學叢箸1了．比想て全然立多運．才な答始菰となり，当婚折亀育成さにた昂くの下

永藍関係扱術看融他部鷺に転向逸教し，この壁画の新嫉術潜を一霞しても，

就くにその私場がなく．自勲大掌で’も前述のような状態に姦つたことと盟わ

配ます。

　しひし三后／ζ〉茸余・に．して瀬く戦災復興の成野老尾えはじ）・や，経聴的墓1盤
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も定まりかけ《ぎ鳶今臥人匂の意今救な都市への象中，農叢覆興によ蓼工蒙

廃永の瑠加に護って結累する公共水域の汚凋は一葺・と．ヒ毛121釈亥aさを噌し．一

方原手力蒔イ爲1こ入ってその競愚放射能の恐：威蔑　オくその把食物となる動麺．物

にも笈び、加之．下氷蔓ろ甑備の在め；都市し尿の行謎ワは，ミりにに’柏津をか

けており教す。依資源の・鰍存、四境狸生の画杁ら塗大な獄会尚題犯しつつ渇

る魂状に立ち至ってお・り，惹す。こフに重この忍ま放置するにおいては、メ、類は

童：い将承には遂に繭己の放踵しを廃；乗，物のた・め室．弘自藏つる恐菰択劾蓼とし

て：も、尋んさ、ら杞獲で鳳参さ）乏うでづ・

　ここにおいて甑．政肩当局も授釜エ学部肖婁縫立して下永、道関係　Z限らず

なく潔．生工孝に焦する払超孝頑の硫究処」哩IZ齎すべく斌遠洋丸．大弊にも征

生工掌斜の新設琶見た毛のと澹之る玖・労で励リオす。

　2‘葬余のブ、ラ》クを埋レ）て．麺に前議することRイ縫」々塚1嘉島〔≧と：でぽあり

募建んが，者々織一層精勃・y＜上の讃匝1懇の裸究に努めみと：と老にノ＝の力

翻の新選気鋭の若い才麦術着の斎垣にタ頓智する堂矯夏新為燃すわものでア）り救

寸。

　先に永豊珍．盾三法．新下ア1く遜．歎次制是雲北、疑に次國参：に綬永盾艶賜紡’

止図係無視等制定さ湿る搬i豊に診ワ比す。こ艇ら諮歎現の施行に・㍉〈｛延い，

こ：の方面に新たに多数の繧：生工学捜術者訓要求：ミ出るここ～＜蔵必然だ＼づ懸わ勉

惹す。

　都市下水及び工禁魔永の処理，敏射　柴鱈勧く乃処畷零すべてその糾完鳳叡

ざその初期に属し、その，技紙面に究照すべ’艇勘］遜磁縮限で㌧躬つ《，ぞの解決

慰六挙の一国教皇にとっては．前面織魏禦として屹立L八四厳な大出獄乞踏：

破サ書）まウみもので㌧微力乞毛〆♪て語論燧｝こ丸12洗み得ら漁るカ・、その褻任

ノ〉董大洗に重匡褒超ぜざるを得なし、）欠汐で劾り覆す。願くな』’劇蘇力面の方々

め．穴方の御丸lj避御協力1之よつて・ぞの万一芝豊成し嬉ら・泌嫁ずフiたば整外の幸

と，存じミ曳す。

　．李麺魚心に当って廣単ながら御挨拶申よ：ゲる次労でめヴ改す。

以　よ
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